


4. 受験教育機関

(1)養成機関の在籍者は、 在籍教育機関で受験するものとします。

(2)養成機関を卒業した非在籍者は、 卒業教育機関での受験を原則としますが、 住所等の都

合でこれによりが たい事情のある方は、 受験申請書に受験希望地を明記し、 協会事務局が

斡旋する教育機関で受験するものとします。 就業者向け資格認定試験の受験者については、

協会事務局があっせんするものとします。

5. 受験申請

（注：就業者向け資格認定試験を受験する方は、 本項及び第6項、 第7項については別途「食

品関連企業就業者向け専門フー ドスペシャリスト資格試験実施要領」をご覧下さい）。

〔養成機関在籍者〕

(1)養成機関在籍者にあっては、 在籍教育機関を経由して認定試験の区分ごとに受験申請を

行うものとします。

(2)養成機関在籍者は、 在籍教育機関に対して受験する次の資格区分ごとの認定試験の受験

料の総額を添え て受験申請を行 って下さい。

①フー ドスペシャリスト資格

②専門フ ー ドスペシャリスト（食品開発 ）資格

4,000円

2,000円

③専門フー ドスペシャリスト（食品流通・サ ー ビス）資格 2,000円

なお、 申請期限は、 各教育機関が独自に定 め ます。 通常、 協会の受付期限よりも早めに

締め切られますので、 受験希望の方は注意して下さい。

(3)在籍教育機関は、(2)を取り まと めのうえ、 く別紙1〉の様式による受験者名簿を簡易

書留郵便など送達が確認できる方式で令和5年1 0月1 5日（日）までに協会に送付して

下さい。

(4)振込に当 たり、 各教育機関は、 認定試験の実施に伴う経費の一部に充て る ため、 協会か

ら助成する額（受験料の15％に相当する額 ）を控除して下さい。 なお、 この方式により

が たい場合は、 協会にご相談下さい。

(5)各教育機関は、 受験者名簿の発送及び受験料の振込に時期を合わせ、 次の資料を件名に 

教育機関名を入れて協会あてにE-mail(jimu@jafs.org)添付で送付して下さい。

ア 受験者名簿のExcelファイル

イ く別紙2>受験料振込通知書のExcelファイル

ウ く別紙1〉の別添4氏名外字表記表のPDF

〔養成機関非在籍者〕

(6)養成機関を卒業した非在籍者（以下「養成機関 非在籍者」と いいます）にあっては、 協

会に直接受験申請を行うものとします。

(7)養成機関 非在籍者は、 令和5年9月1日（金）から9月30日（士）までに、 以下の書類を

簡易書留郵便など送達が確認できる方式で協会に送付するとともに、 前記(2)の受験す

る認定試験の資格区分ごとの受験料の総額及び連絡通信費500円の合計額を 一括して協会

に振 り込んで下さい。

① く別紙3〉の様式による受験申請書（写真及び受験料・連絡通信費の振込明細書

のコピーを貼付のこと ）

② 卒業教育機関から交付を受け た卒業証明書、 単位修得証明書又は成績証明書
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〔受験者名簿記載上の留意事項〕

① フードスペシャリスト養成機関を有する大学と短期大学が併置されている場合も、受験者名
簿を別個に作成し提出して下さい。

② 別添１ 受験者総数は、複数の養成機関を有する場合、養成機関ごとに記入して下さい。ま

た、養成機関の５桁コードは、協会ホームページに掲載している「令和５年度フードスペシャ

リスト資格認定試験実施予定校一覧」記載の５桁コードを記入して下さい。

  養成機関名（学部・学科等）は、協会に届けている現在の名称を記入して下さい。

受験者の入学（編入）時の名称と異なる場合は、別添２、別添３の備考欄に「○○年○○学

部○○学科入学（編入）」のように記載して下さい。

③ 受験者名簿は在籍者を養成機関ごとに別添２、別添３のように分けて作成して下さい。受験
番号は、３桁の通し番号として下さい。

④ 受験者氏名は、養成機関ごとに氏名の５０音順に記載し、次いで教員受験者を５０音順に記
載して下さい。ただし、４年制大学で３年次受験者がある場合、まず、最終年次在籍者を５０

音順に記載し、次いで３年次受験者、教員受験者を５０音順に記載して下さい。

氏名の表記は、戸籍抄本又は住民票の記載と同じにして下さい。なお、電子データでの名簿

管理において注意を要する標準的文字以外の文字（外字作成を必要とする文字、ソフトウェア

によって文字化けする可能性のある文字など）を使用する場合は、別添４の外字表記表に記入

して下さい。

フリガナは必ず入力して下さい（ルビ機能は使わないで下さい）。

⑤ 卒業式予定日及び受験者の生年月日の表記は、原則として元号表記とし、卒業式予定日は「令
和 5年 3月 10日」のようにきちんと表記し、生年月日は「平成」を省略し「04.08.06」や「元.08.06」
のように簡略表記して下さい。また、昭和生まれは「昭和」を省略し「63.07.01」のように表
記して下さい。

ただし、卒業証書の表記と統一をとる観点から、フードスペシャリスト資格認定証に記載す

る交付日付及び生年月日を西暦表記にすることを希望される場合は、卒業式予定日を「2019年
3月 10日」のように西暦で完全表記し、生年月日を「西 92.08.06」のように西暦で簡略表記し
て下さい。

なお、留学生等の理由で特定受験者についてのみ西暦表記の認定証を希望する場合は、その

受験者の生年月日について、「西 89.08.06」のように西暦簡略表記の前に「西」を付けて下さい。

⑥ 受験者名簿の認定試験区分欄には、当該受験者が受験する認定試験区分に○印を付けて下さ
い。

⑦ 備考欄について
（１）３年次受験者の場合は、「３年次受験」と明記して下さい。

（２）３年次にフードスペシャリスト資格認定試験に合格した人が、４年次に専門フードスペシ

ャリスト資格認定試験を受験する場合は、「３年次合格」と明記して下さい。

（３）受験者の入学（編入）時の名称と異なる場合は、備考欄に「○○年○○学部○○学科入学

（編入）」のように記載して下さい。

（４）全く同一内容の記載が続く場合でも、コピー・貼付け機能を活用し、きちんと記載して下

さい。「〃」の使用は不可です。資格認定証の申請者名簿作成にも活用できるようにするため、

ご協力をお願いします。
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